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通
常
総
会
及
び 

そ
の
後
の
動
き 

 

５
月
１９
日
（
日
）
の
通
常
総

会
で
は
、
２
０
１
８
年
度
事
業

報
告
と
決
算
報
告
の
承
認
、
２

０
１
９
年
度
活
動
計
画
と
予
算

計
画
の
提
案
の
承
認
の
後
、
定

款
変
更
の
議
案
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
移

り
退
任
さ
れ
る
矢
崎
理
事
を
除

き
、
７
人
の
理
事
と
２
人
の
監

事
の
再
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

新
し
い
活
動
提
案
は
特
に
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
個
別
処
理
シ
ス
テ

ム
」
の
各
図
書
館
で
の
あ
る
程

度
の
認
知
と
活
用
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
活
用
調
査
の
報
告
は

各
自
治
体
に
送
付
し
、
総
会
参

加
者
に
は
当
日
コ
ピ
ー
を
配
布

し
ま
し
た
が
、
総
会
に
欠
席
の

会
員
に
は
お
送
り
し
ま
す
。 
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第 36 回多摩デポ講座   

 

「公立図書館の除籍と保存、共同保存の実態 
―『公立図書館における蔵書構成・管理に関する実態調査報告書 

 2018年度（全公図）』を読みながら―」 
 

公立図書館のほぼ全館から回答を集めた調査により、保存スペース

（書庫）の狭隘化に悩む、全国の図書館の保存と除籍の実態が初めて

明らかになりました。県単位での共同保存の事例も見えてきました。 

「図書館は成長する有機体である」と言えるためには、何とか手立

てを考えよう！ 

・講師：伊藤民雄（実践女子大学図書館） 

：星野翼（埼玉県立久喜図書館） 
 

・日時：8 月 5 日(月) 午後６時 30分～９時 

会場：国分寺労政会館 第３会議室（3 階） 

（JR 国分寺駅南口徒歩 5 分） 

資料代 500 円、事前申込不要（会員外でも、どなたでも参加できます） 
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ま
た
総
会
で
承
認
さ
れ
た
定

款
変
更
の
申
請
が
東
京
都
に
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
に
は
変

更
後
の
定
款
を
同
封
し
ま
す
。 

そ
の
後
の
動
き
と
し
て
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
１４
号
を
発
行
で
き
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
も
今
号
に
同

封
し
て
い
ま
す
。 

 総
会
記
念
講
演
会 

「
私
が
出
版
ニ
ュ
ー
ス
で
や

っ
て
き
た
こ
と
」 

           

講
演
者
の
清
田
さ
ん
は
多
摩

デ
ポ
創
立
以
来
の
理
事
、
か
つ

平
山
恵
三
氏
が
退
任
後
は
副
理

事
長
で
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う

に
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
代
表
で
す
。 

清
田
さ
ん
が
５０
年
関
わ
り
、

３０
年
近
く
は
編
集
長
で
あ
っ
た

『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
が
３
月
末

で
休
刊
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
長
年
、
見
て
関
わ
っ
て
き
た

出
版
界
と
図
書
館
に
つ
い
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

学
生
時
代
の
志
に
始
ま
り
、

「『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
は
時
と
し

て
「
再
販
ニ
ュ
ー
ス
」
と
か
「
図

書
館
ニ
ュ
ー
ス
」
と
か
呼
ば
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
ね
…
」

と
振
り
返
り
な
が
ら
、
関
わ
り

を
持
っ
た
方
々
の
思
い
出
や
国

立
国
会
図
書
館
へ
納
本
し
て
い

た
時
の
こ
と
な
ど
、
多
岐
に
渡

る
興
味
深
い
お
話
ば
か
り
。 

な
お
、
会
員
の
芳
賀
啓
さ
ん

（
出
版
社
：
乃
潮
〔
コ
レ
ジ
オ
〕

代
表
、
元
柏
書
房
）
が
長
年
の

知
己
清
田
さ
ん
の
講
演
を
聞
い

て
の
感
想
と
考
え
た
こ
と
を
寄

稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

総
会
後
の
懇
親
会
は
大
勢
が

参
加
さ
れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

      
 

 
 

       

      

    

     

   
 

 

「
公
立
図
書
館
の
除
籍
と
保

存
、
共
同
保
存
の
実
態
」
と
題

し
た
講
座
を
開
き
ま
す
。 

全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
が

画
期
的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

〈
新
規
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
〉

事
例
紹
介
と
い
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
調
査
で
、
資
料
を
収
集
し

保
存
し
利
用
者
に
提
供
す
る
全

国
の
公
共
図
書
館
の
、
蔵
書
の

管
理
、
除
籍
と
保
存
に
関
す
る

実
態
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。 

公
立
図
書
館
の
大
半
は
（
多

摩
地
域
と
同
様
に
）
開
館
し
て

数
十
年
が
経
つ
と
こ
ろ
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
増
え
続
け
る

蔵
書
を
有
限
な
保
存
ス
ペ
ー
ス

の
中
で
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

一
部
の
県
で
は
ど
う
い
う
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ぜ

ひ
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。 

次
ペ
ー
ジ
に
、
こ
の
「
報
告

書
」
の
紹
介
を
載
せ
ま
し
た
。 

 

第
３６
回
多
摩
デ
ポ
講
座 

開
催
は
８
月
５
日
（
月
） 

津
野
海
太
郎
氏 

平
山
惠
三
氏 

顧
問
に
就
任
（
継
続
） 

  

理
事
の
任
期
終
了
、
改
選

に
伴
い
、
お
二
人
に
は
新
理

事
会
の
議
決
を
経
て
、
理
事

長
が
再
び
顧
問
の
委
嘱
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
お
引
き

受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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『
公
立
図
書
館
に
お
け
る
蔵

書
構
成
・
管
理
に
関
す
る
実

態
調
査
報
告
書
』
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

鬼
倉
正
敏 

  

全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
は
、

２
０
１
８
年
度
・
２
０
１
９
年

度
の
２
ヵ
年
計
画
で
、
公
立
図

書
館
に
お
け
る
蔵
書
構
成
・
管

理
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う

と
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度

は
、
全
国
の
公
立
図
書
館
の
実

態
調
査
を
行
い
、
報
告
書
を
ま

と
め
た
。
蔵
書
構
成
・
管
理
に

関
す
る
こ
と
と
し
て
資
料
選
択
、

蔵
書
評
価
、
除
籍
、
保
存
な
ど

幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
除
籍
、
保
存
を
中
心

に
紹
介
す
る
。  

 

調
査
対
象
は
、
地
方
公
共
団

体
が
設
置
す
る
公
立
図
書
館
の

中
心
館
を
対
象
と
し
て
い
る
。

回
答
状
況
は
市
区
町
村
立
（
以

下
「
市
」
と
略
）
の
１
３
３
２

件
の
う
ち
１
３
２
６
件
、
都
道

府
県
立
（
以
下
「
県
」
と
略
）

は
す
べ
て
の
４７
県
が
回
答
し
て

い
る
。 

  

１ 

除
籍
に
つ
い
て  

  

除
籍
方
針
の
作
成
は
「
市
」

の
「
あ
り
」
は46.3

％
、（
「
県
」

は46.8

％
）、「
な
し
」は50.4

％

（「
県
」
は48.9

％
）、
基
準
の

作
成
は
、「
市
」
の
「
あ
り
」
が

72.4

％
（「
県
」83.0

％
）、「
な

し
」
は25.6

％
（「
県
」12.8

％
）

と
な
っ
て
い
る
。 

 

除
籍
の
理
由
と
し
て
。
そ
の

他
を
ふ
く
め
１２
項
目
を
あ
げ
て

い
る
。
上
位
５
項
目
で
は
「
市
」

は
、
「
汚
破
損
」97.5

％
、
「
所

在
不
明
」92.8

％
、「
資
料
内
容

が
古
い
な
ど
、
保
存
価
値
が
減

少
」91.0

％
、「
未
返
却
」85.1
％
、

「
保
存
期
間
過
ぎ
」79.6
％
、

「
県
」
で
は
、
「
汚
破
損
」
「
所

在
不
明
」100

％
、
「
未
返
却
」

93.6

％
、「
複
本
あ
り
」68.1

％
、

「
保
存
期
間
過
ぎ
」59.6

％
と

な
っ
て
い
る
。「
市
」
は
「
資
料

内
容
が
古
い
」91.0

％
（「
県
」

42.6

％
）
、
「
改
訂
版
が
出
た
資

料
の
旧
版
」62.4

％
（
「
県
」

10.6

％
）
、
「
利
用
頻
度
の
低
い

資
料
」55.4

％
（「
県
」10.6

％
）

と
内
容
、
利
用
度
で
評
価
し
、

「
県
」
は
物
的
利
用
可
能
性
で

保
存
に
意
欲
的
で
あ
る
。 

 
 

除
籍
資
料
の
処
分
方
法
は
、

そ
の
他
を
ふ
く
め
６
項
目
を
あ

げ
て
い
る
。
上
位
３
項
目
で
は

「
市
」
は
「
利
用
者
へ
の
譲
渡
」

8
2.4

％
、「
廃
棄
」80.6

％
、「
他

機
関
へ
の
譲
渡
」49.3

％
、「
県
」

で
は
「
廃
棄
」87.2

％
、「
他
機

関
へ
の
譲
渡
」42.6

％
、「
古
紙

業
者
へ
」23.4

％
、「
古
本
業
者

へ
の
売
却
は
、「
市
」
の
８
館
の

み
だ
っ
た
。 

  

２ 

保
存
に
つ
い
て 

 
 

  

保
存
方
針
の
作
成
は
「
市
」

の
「
あ
り
」
は19.2

％
（「
県
」

36.2
％
）、「
な
し
」
は78.4

％

（
「
県
」57.4

％
）
、
基
準
の
作

成
は
「
市
」
の
「
あ
り
」23

.3

％

（
「
県
」27.7
％
）
、
「
な
し
」

74.3

％
（
「
県
」70.2

％
）
と
、

い
ず
れ
も
除
籍
に
比
べ
る
と
低

い
作
成
状
況
だ
っ
た
。 

 

資
料
保
存
の
原
則
で
は
、

「
市
」
は
地
域
資
料
で
「
永
年
」

81.0

％
、
「
永
年
と
有
期
が
混

在
」
が11.8

％
。
貴
重
資
料
で

「
永
年
」
が71.0

％
、「
永
年
と

有
期
が
混
在
」
が11.4

％
と
し

て
い
る
、
参
考
資
料
に
つ
い
て

「
永
年
と
有
期
が
混
在
」
が

37.4

％
、「
有
期
」
が33.7

％
、

一
般
資
料
は
「
有
期
」
が46.9

％
、

「
永
年
と
有
期
が
混
在
」
が

29.9

％
、
雑
誌
が
「
有
期
」
が

57.5

％
、
「
永
年
と
有
期
が
混

在
」
が36.8

％
、
新
聞
は
「
有

期
」
が62.8

％
、「
永
年
と
有
期

が
混
在
」
が30.7

％
と
な
っ
て

い
る
。「
県
」
は
全
館
が
地
域
資

料
、
貴
重
資
料
を
「
永
年
」
と

し
て
い
る
、
参
考
資
料
に
つ
い

て95.7

％
、
一
般
資
料
に
つ
い

て93.6

％
が
「
永
年
」
と
し
て

い
る
。
雑
誌
は
、「
永
年
と
有
期

が
混
在
」
が53.2

％
、「
永
年
」

が42.6

％
、
新
聞
は
「
永
年
と
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有
期
が
混
在
」
が7

0
.
2

％
と
な

っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
「
県
」

は
保
存
に
意
欲
的
と
評
価
で
き

る
。 

 

敷
地
内
の
書
庫
が
収
容
能
力

の
限
界
を
迎
え
る
予
測
年
数
で

は
「
既
に
限
界
」「
市
」50.

8

％
。

「
県
」2

3
.4

％
、
「1

～5
年
後
」

「
市
」24

.1

％
「
県
」29

.8
％
、

そ
の
合
計
で
「
市
」
の7

4
.9

％
、

と
多
く
が
、「
県
」
の5

3
.2

％
と

半
数
が
限
界
に
達
し
て
い
る
。 

 

収
蔵
能
力
確
保
の
た
め
の
対

策
と
し
て
、
そ
の
他
を
ふ
く
め

１０
項
目
を
あ
げ
、
上
位
３
項
目

は
、「
市
」
は
「
除
籍
」89.

6

％
、

「
図
書
館
内
ス
ペ
ー
ス
を
書
庫

へ
」21

.
1

％
、「
集
密
書
庫
導
入
」

1
7
.
2

％
、
「
県
」
は
「
除
籍
」

5
9
.
6

％
、
「
集
密
書
庫
導
入
」

4
4
.
7

％
、「
図
書
館
内
ス
ペ
ー
ス

を
書
庫
へ
」
「
保
存
方
針
見
直

し
」3

4
.
0

％
と
な
っ
て
い
る
。 

  

３ 

都
道
府
県
域
で
の
資
料

保
存
の
取
組 

 

 

都
道
府
県
立
図
書
館
を
対
象

に
、
都
道
府
県
域
で
の
資
料
保

存
の
取
組
を
調
べ
て
い
る
。
実

施
し
て
い
る
の
は48.9

％
（
２３

館
）
で
、
そ
の95.7

％
（
２２
館
）

が
協
定
、
申
し
合
わ
せ
等
が
あ

る
と
し
て
い
る
。 

 

対
象
資
料
は
、
雑
誌
が
１３
件
、

新
聞
が
９
件
、
図
書
が
６
件
、

地
域
資
料
、
そ
の
他
が
各
１
件
。

参
加
館
は
「
県
」
「
市
」
全
館
、

１９
件
、「
県
」「
市
」
一
部
、
１１

件
、
保
存
方
式
は
、
分
担
２３
件
、

一
館
集
中
が
５
件
と
な
っ
て
い

る
。 

 

保
存
場
所
は
、
各
館
書
庫
が

２２
件
、「
県
」
書
庫
が5

件
、
共

同
書
庫
（「
県
」
運
営
）1

件
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
合
計
数
が
実

施
館
数
を
上
回
っ
て
い
る
た
め

資
料
に
よ
り
取
り
組
み
方
に
相

違
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。 

共
同
保
存
の
実
施
に
当
た
っ

て
の
課
題
、
障
害
で
は
、「
保
存

場
所
の
確
保
」
を74.5

％
（35

館
）
で
、「
参
加
館
の
理
解
」「
保

存
体
制
確
立
ま
で
の
手
順
」

6.4

％
と
保
存
場
所
の
確
保
が

最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。 

  

４ 

ま
と
め 

 

 

書
庫
の
収
容
能
力
は
「
市
」

の

74.9

％
、「
県
」
の

53.2

％

が
限
界
に
達
し
て
い
る
。
除
籍

理
由
、
資
料
保
存
の
原
則
で

「
県
」
は
保
存
に
意
欲
的
で
あ

る
が
、
収
蔵
能
力
の
確
保
に

3
4

％
が
「
保
存
方
針
見
直
し
」

を
挙
げ
、
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
。

各
館
が
保
存
ス
ペ
ー
ス
確
保
に

努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

こ
の
報
告
書
の
作
成
を
機
会
に

保
存
の
課
題
の
共
通
理
解
を
進

め
、
共
同
保
存
の
実
現
を
図
り

た
い
。 

（
事
務
局
員
） 

 

報
告
書
は
、
東
京
都
立
図
書

館
の
サ
イ
ト
内
に
あ
る
全
国
公

共
図
書
館
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
に

全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 

https://www.librar
y
.metr

o.tokyo.jp/zenkout
ou/re

p

ort/2018/index.htm
l 

      
 

７
月
７
日
付
で 

ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
第
１４
号
を
発
行
し
ま
し
た
。 

長
き
に
わ
た
り
大
阪
教
育
大

学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
日
本
図

書
館
協
会
理
事
長
も
８
年
間
務

め
ら
れ
た
塩
見
昇
氏
の
多
摩
デ

ポ
２
０
１
８
年
度
通
常
総
会
記

念
講
演
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

当
日
時
間
不
足
で
言
及
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
加
筆
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

旧
教
育
基
本
法
に
連
な
っ
て

図
書
館
法
が
制
定
さ
れ
、
法
の

求
め
る
と
こ
ろ
を
身
近
な
現
実

に
し
よ
う
と
図
書
館
員
だ
け
で

な
く
市
民
も
努
力
を
重
ね
た
図

書
館
づ
く
り
。
今
や
図
書
館
は
、

最
も
利
用
頻
度
の
高
い
公
共
施

設
の
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
位
置
を
獲
得
す

多
摩
デ
ポ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

第
１４
号 

 

『
図
書
館
づ
く
り
の
現
況
か

ら
「
保
存
」
を
考
え
る
』 

完
成 
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る
過
程
で
、
図
書
館
は
「
一
館

で
は
非
力
で
も
組
織
と
し
て
機

能
す
れ
ば
剛
力
」
と
の
認
識
を

高
め
て
き
ま
し
た
。
著
者
は
、

組
織
と
し
て
の
図
書
館
に
と
っ

て
「
な
ん
で
も
提
供
す
る
た
め

の
裏
付
け
と
し
て
保
存
と
い
う

問
題
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き

た
」
と
指
摘
し
ま
す
。 

Ｉ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
み
、
図

書
館
の
在
り
方
の
再
検
討
が
進

む
昨
今
で
す
が
、
単
に
現
状
把

握
か
ら
だ
け
の
議
論
で
な
く
、

「
図
書
館
と
い
う
共
同
の
事
業

の
仕
上
げ
と
し
て
の
保
存
」
に

つ
い
て
、
図
書
館
づ
く
り
の
歴

史
を
踏
ま
え
た
議
論
を
進
め
な

け
れ
ば
と
い
う
大
き
な
課
題
が

課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
図

書
館
を
担
っ
て
い
く
方
た
ち
に

お
勧
め
し
た
い
一
冊
で
す
。 

 

こ
の
号
か
ら
本
体
価
格
を
８

０
０
円
に
改
訂
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
へ
は
引
き
続
き

1

冊
無
料
配
布
と
し
、「
多
摩
デ
ポ

通
信 

第
５
１
号
」
に
同
封
し

て
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、
追

加
で
ご
購
入
い
た
だ
く
場
合
は
、

本
体
価
格
の
１
０
％
引
に
な
り

ま
す
。 

多
摩
デ
ポ
事
務
所
へ
メ
ー
ル

等
で
直
接
注
文
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局 

雨
谷
） 

   

         

多
摩
デ
ポ
で
は
、「
多
摩
地
域

公
共
図
書
館
蔵
書
確
認
シ
ス
テ

ム
（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
）
個
別

処
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
関
す

る
調
査
」
を
行
い
、
多
摩
地
域

の
２８
自
治
体
か
ら
回
答
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
あ
る
程
度
の
支
持
と
活

用
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
精
査

し
、
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
調
査
結
果
の
概
要
は
各
自
治

体
に
報
告
し
ま
し
た
。
多
摩
デ

ポ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す

る
予
定
で
す
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
、
今
号
の
会
報
に
同
封
し

て
お
届
け
し
ま
す
。） 

さ
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
が
付
与
さ

れ
て
い
る
資
料
の
蔵
書
確
認
は
、

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
が
付
与
さ
れ
て

い
な
い
資
料
（
以
下
、「
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｎ
な
し
資
料
」
と
い
う
）
の
蔵

書
確
認
の
方
法
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
カ
ー
リ
ル
で
は
、

現
在
、
書
名
等
で
多
摩
地
域
の

図
書
館
の
蔵
書
を
横
断
的
に
検

索
が
で
き
る
仕
組
み
―
「
多
摩

デ
ポ
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を

開
発
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

が
な
い
資
料
で
も
書
名
等
で
検

索
が
で
き
ま
す
の
で
有
効
な
シ

ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。 

し
か
し
、
多
摩
地
域
のISBN

な
し
資
料
は
、
各
図
書
館
で
独

自
に
作
成
し
て
い
る
デ
ー
タ
も

あ
り
、
書
誌
デ
ー
タ
の
取
り
方

に
統
一
性
が
な
く
、
書
誌
割
れ

が
起
き
て
い
る
資
料
も
多
く
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
検
索
で
ヒ
ッ

ト
し
た
資
料
群
の
中
で
、
ど
れ

が
同
一
資
料
な
の
か
を
判
断
す

る
“
同
定
識
別
”
が
必
要
で
あ

り
、
か
つ
、
現
物
を
見
る
こ
と

な
く
デ
ー
タ
上
で
同
定
識
別
す

る
方
法
が
な
い
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
今
回
、
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｎ
な
し
資
料
の
同
定
識
別
の
た

め
の
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

同
定
識
別
を
す
る
た
め
に
は
、

資
料
の
標
題
紙
、
奥
付
、
背
、

表
紙
に
表
示
さ
れ
て
い
る
情
報

が
必
要
で
す
。
以
前
に
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
カ
ー
リ
ル
で

は
、
資
料
の
表
紙
、
背
、
裏
表

紙
を
瞬
時
に
撮
影
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
オ
ー
プ
ン
ブ
ッ
ク
カ

カ
ー
リ
ル
と
の
共
同
研
究
報
告 

 

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
な
し
資
料
の
同
定

識
別
の
た
め
の
実
証
実
験 
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メ
ラ
（
Ｏ
Ｂ
Ｃ
）」
を
開
発
し
て

い
ま
す
。
こ
の
Ｏ
Ｂ
Ｃ
を
使
っ

て
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
の
書
影
を

取
り
、
そ
の
書
影
デ
ー
タ
を
使

っ
て
同
定
識
別
が
で
き
な
い
か

を
検
証
す
る
実
験
で
す
。
こ
の

実
証
実
験
を
と
お
し
て
書
誌
割

れ
を
起
こ
し
て
い
る
書
誌
デ
ー

タ
の
統
一
、
整
理
を
す
す
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。 

多
摩
地
域
の
図
書
館
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
８
月
に
は
実

施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
実
証

実
験
の
結
果
は
、
改
め
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。 

  

         

 

多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
、

そ
し
て
、
語
り
合
い
た
い
一
冊

で
す
。
著
者
は
図
書
館
情
報
大

学
名
誉
教
授
。
多
摩
デ
ポ
総
会

講
演
録
（
多
摩
デ
ポ
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
５
）
も
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
「
は
じ
め
に
」
の
引
用

か
ら
。「
図
書
館
と
は
、
い
っ
た

い
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
か
。
本

を
集
め
て
貸
し
出
し
を
す
る
と

こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
間
違

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は

そ
れ
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
本
で
は
、
人
と
図

書
館
と
の
か
か
わ
り
を
見
よ
う

と
思
い
ま
す
。」
こ
こ
に
筆
者
の

問
題
提
起
と
こ
の
本
の
目
指
す

こ
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
本
を
「
図
書
館
の
哲
学
」

と
評
し
た
人
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
い
得
て
妙
で
す
。「
哲
学
」
と

は
「
物
事
を
根
本
か
ら
統
一
的

に
把
握
・
理
解
し
よ
う
と
す
る

学
問
」『
広
辞
苑
』
で
す
。
著
者

が
50
年
以
上
、
図
書
館
に
携
わ

り
重
ね
て
き
た
思
索
は
、
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

内
容
は
実
際
の
図
書
館
活
動

を
紹
介
す
る
章
と
、
先
人
た
ち

の
努
力
や
想
い
か
ら
学
ぶ
章
、

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

図
書
館
は
「
一
人
ひ
と
り
、
そ

し
て
み
ん
な
が
、
生
き
る
た
め
」

に
存
在
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

に
は
何
が
大
事
か
、
今
、
何
が

足
り
な
い
か
が
語
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
本
は
、「
は
じ
め
に
」
か

ら
き
ち
ん
と
順
番
に
読
ん
で
く 

だ
さ
い
。
事
例
紹
介
が

名
を
伏
せ
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
（
最
後
に

種
明
か
し
さ
れ
ま
す
）
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
者
を
「
読
者
」
と

呼
び
、
公
共
．
．
図
書
館
と

公
立
．
．
図
書
館
の
使
い

分
け
を
あ
え
て
す
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
を
知
っ
て
か

ら
読
み
進
め
る
た
め
で
す
。
そ

し
て
、
各
章
は
大
き
な
海
流
の

よ
う
に
、
つ
な
が
り
、
巡
っ
て

い
き
ま
す
。 

図
書
館
の
根
本
は
、「
一
人
ひ

と
り
の
成
長
に
寄
り
添
う
」
で

す
。
そ
の
実
現
に
は
、
職
員
集

団
の
仕
事
と
蓄
積
と
、
司
書
の

不
断
の
努
力
が
欠
か
せ
な
い
と

具
体
例
を
示
し
ま
す
。「
人
と
本

（
媒
体
問
わ
ず
）
を
結
び
つ
け

る
」
こ
と
に
も
随
所
で
言
及
し

ま
す
。
ま
た
、
無
料
の
原
則
が

図
書
館
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る

意
味
も
重
要
で
す
。
ち
な
み
に
、

博
物
館
や
公
民
館
に
無
料
の
法

『
生
き
る
た
め
の
図
書
館 

―
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
』 

 

竹
内
悊
著 

岩
波
新
書 

 

６
月
新
刊 
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的
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
図
書
館
が
き
ち
ん
と
機
能
す

る
た
め
の
条
件
は
明
確
な
の
に
、

実
現
で
き
な
い
原
因
を
、「
人
と

本
を
結
び
つ
け
る
人
」
＝
司
書

が
育
つ
、
働
く
環
境
整
備
が
、

あ
ま
り
に
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
長
い
時
間
軸
で

考
え
る
視
点
の
欠
如
な
ど
と
指

摘
し
ま
す
。 

 

コ
ラ
ム
で
は
ラ
ン
ガ
ナ
タ
ン

の
五
法
則
（
一
般
書
で
初
？
）

や
代
表
的
な
図
書
館
関
係
団
体

が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ん

と
そ
の
中
で
、
多
摩
デ
ポ
も
紹

介
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

深
い
解
釈
に
「
読
み
直
さ
な
い

と
」
と
思
っ
た
文
献
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

著
者
や
文
中
の
石
井
桃
子
さ

ん
の
90
歳
を
超
え
て
な
お
、
学

び
続
け
る
姿
勢
も
、
こ
の
本
か

ら
学
ん
だ
大
き
な
こ
と
で
し
た
。

※
カ
ッ
ト
や
帯
、
カ
バ
ー
広
告

欄
に
編
集
者
の
意
気
を
感
じ
ま

す
。
ご
注
目
を
。 

（
事
務
局 

蓑
田
明
子
） 

      

   
  

４
年
間
の
が
む
し
ゃ
ら
仕
事

が
一
段
落
し
、
さ
て
世
の
中
は

ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
け
と

周
囲
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
は
じ

め
た
折
、
多
摩
デ
ポ
主
宰
で
、

旧
知
の
清
田
義
昭
さ
ん
が
話
を

す
る
と
い
う
お
知
ら
せ
を
目
に

し
ま
し
た
。 

会
場
は
ご
近
所
だ
し
丁
度
い

い
機
会
と
聴
き
に
出
向
い
た
ら
、

出
版
評
論
家
の
小
林
一
博
、
模

索
舎
の
五
味
正
彦
、
本
の
学
校

の
永
井
伸
和
、
地
方
小
出
版
流

通
セ
ン
タ
ー
の
川
上
賢
一
等
々
、

懐
か
し
い
お
名
前
が
次
々
と
耳

に
飛
び
込
み
、
一
挙
に
３０
年
以

上
前
の
記
憶
の
世
界
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
方
々
の
半
数
近
く
は
も
う
鬼

籍
に
入
ら
れ
た
こ
と
も
再
確
認

し
た
の
で
し
た
。 

清
田
さ
ん
と
の
最
初
の
出
会

い
は
何
だ
っ
た
の
か
は
記
憶
の

彼
方
で
す
が
、
私
が
柏
書
房
の

編
集
長
を
し
て
い
た
頃
、
鳥
取

県
は
大
山
山
麓
で
行
わ
れ
た
本

の
学
校
の
分
科
会
で
の
こ
と
だ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
で
、
清
田
さ
ん
の
話

は
お
も
に
ご
自
身
の
来
し
方
に

つ
い
て
だ
っ
た
と
は
い
え
、
そ

の
中
心
に
大
き
く
鎮
座
し
て
い

た
の
は
『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』『
出

版
年
鑑
』
の
「
休
刊
」
で
あ
り
、

換
言
す
れ
ば
創
業
７０
年
、
清
田

さ
ん
が
代
表
を
つ
と
め
る
「
出

版
ニ
ュ
ー
ス
社
」
そ
の
も
の
の

廃
業
と
い
う
、
日
本
の
戦
後
出

版
界
に
お
け
る
大
き
な
画
期
を

象
徴
す
る
事
実
で
し
た
。 

ご
近
所
某
私
大
の
客
員
教
授

に
招
か
れ
た
の
を
よ
い
こ
と
に
、

女
房
と
二
人
だ
け
の
出
版
社 

            （
之
潮
コ
レ
ジ
オ
）
も
実
質
上

維
持
す
る
だ
け
、
出
版
界
い
や

所
謂
世
間
と
も
ほ
と
ん
ど
没
交

渉
で
、
専
ら
学
生
相
手
に
無
い

知
恵
を
絞
っ
て
い
た
た
め
、
多

摩
デ
ポ
か
ら
お
知
ら
せ
を
い
た

だ
く
ま
で
『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』

が
な
く
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

＊ 
 
 

＊ 

思
い
返
せ
ば
８
年
前
、「
地
図

と
古
地
図
の
狭
間
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
日
本
地
図
学
会
（
当

時
の
名
称
は
日
本
国
際
地
図
学

会
）
の
総
会
で
特
別
講
演
を
し

清
田
義
昭
さ
ん
の 

お
話
か
ら
思
っ
た
こ
と 

 

芳
賀
啓 
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た
の
は
２
０
１
１
年
。
そ
の
な

か
で
和
光
大
学
の
図
書
館
長
だ

っ
た
津
野
海
太
郎
さ
ん
の
『
電

子
本
を
バ
カ
に
す
る
な
か
れ
』

（
２
０
１
０
年
）
を
引
用
し
て
、

地
図
メ
デ
ィ
ア
お
よ
び
本
を
含

め
た
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
現
在
を
、

人
類
史
に
お
け
る
一
大
画
期
と

し
て
話
し
た
の
で
し
た
。
津
野

さ
ん
は
「
書
物
史
に
お
け
る
三

つ
の
革
命
」
と
言
い
、
第
一
は

「
書
記
革
命
」
、
第
二
は
「
印
刷

革
命
」
、
第
三
の
現
段
階
は
「
電

子
の
本
へ
向
か
う
動
き
」
と
し
、

「
革
命
」
が
起
き
て
い
る
と
強

調
し
て
い
ま
し
た
。 

メ
デ
ィ
ア
の
変
容
に
お
い
て

は
、
地
図
は
本
（
書
物
）
よ
り

も
常
に
一
足
先
を
走
っ
て
い
ま

し
た
し
、
現
在
も
そ
う
で
す
か

ら
巨
大
な
変
容
の
た
だ
中
に
い

る
実
感
は
痛
い
ほ
ど
で
、
地
図

印
刷
で
は
大
手
の
緑
川
地
図
印

刷
が
２
０
１
０
年
、
古
地
図
な

ど
地
図
出
版
で
知
ら
れ
た
人
文

社
は
２
０
１
３
年
、
取
次
の
日

本
地
図
共
販
も
２
０
１
７
年
の

倒
産
、
そ
も
そ
も
お
上
が
紙
印

刷
を
事
実
上
否
定
し
、
地
図
は

デ
ジ
タ
ル
と
す
る
と
宣
言
し
た

「
地
理
空
間
情
報
活
用
推
進
基

本
法
」
の
公
布
は
２
０
０
７
年

で
し
た
。
つ
ま
り
こ
こ
１０
年
の

間
に
日
本
列
島
の
地
図
界
の
様

相
は
激
変
、
地
図
情
報
は
ス
マ

ホ
で
ナ
ビ
す
る
の
が
ア
タ
リ
マ

エ
の
時
代
と
な
り
、
紙
地
図
は

い
わ
ば
特
殊
な
領
域
に
追
い
や

ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ

の
紙
地
図
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
は
、
多
摩
デ
ポ
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
に
し
て
い
た
だ
い
た
拙
著

（『
地
図
・
場
所
・
記
憶
』
２
０

１
０
年
）
に
も
述
べ
ま
し
た
か

ら
こ
こ
で
は
省
く
と
し
て
、
と

に
も
か
く
に
も
現
在
は
人
類
の

情
報
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
三
番

目
の
革
命
と
い
う
か
巨
大
な
画

期
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
疑

う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
（
書
物
）
も
メ
デ
ィ
ア
変

容
の
大
波
濤
を
真
正
面
か
ら
く

ら
い
、『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
が
な

く
な
る
ほ
ど
に
身
代
を
削
ら
れ

て
い
る
最
中
で
は
あ
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
地
図
と
並
行
し
て

書
籍
の
出
版
に
半
世
紀
近
く
携

わ
り
見
聞
き
し
て
き
た
経
験
を

も
と
に
、
以
下
い
さ
さ
か
思
う

と
こ
ろ
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

＊ 
 

 

＊ 

大
学
に
招
か
れ
た
の
は
、
ラ

フ
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
お
も
に

は
「
お
散
歩
授
業
」（
地
理
学
の

巡
検
）
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
だ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
舵
を
大

き
く
「
本
」
の
側
に
切
り
変
え

た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
授
業
の

試
み
に
つ
い
て
」
（
『
人
文
自
然

科
学
論
集
』No.144,

東
京
経
済

大
学
）
に
概
要
報
告
し
ま
し
た
。 

（http
://collegio.

jp
/?p=

1013

に
掲
示
）。 

こ
こ
で
は
、「
判
」
と
「
版
」

の
区
別
か
ら
本
の
ペ
ー
ジ
の
具

体
的
な
め
く
り
方
ま
で
を
ガ
イ

ド
し
た
「
モ
ノ
と
し
て
の
本
の

意
味
・
本
の
レ
ッ
ス
ン
」
と
い

う
授
業
の
冒
頭
で
、
学
生
た
ち

に
「
本
」
の
字
が
入
る
二
字
熟

語
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
挙

げ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
熟
語
の

す
べ
て
は
「
木
の
根
幹
」
に
由

来
す
る
「
大
元
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
現

在
書
店
店
頭
や
ネ
ッ
ト
上
に
並

ん
で
い
る
書
籍
雑
誌
の
な
か
に
、

情
報
の
根
源
と
い
う
意
味
に
値

す
る
「
本
」
が
ど
れ
だ
け
あ
る

か
と
問
い
か
け
た
こ
と
だ
け
を

記
し
て
お
き
ま
す
。 

故
小
林
一
博
さ
ん
は
、「
本
」

の
出
版
に
本
来
な
じ
ま
な
い
２０

世
紀
後
半
の
「
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
」
状
況
を
最
後
ま
で
批

判
し
、
警
告
し
た
方
で
し
た
が
、

こ
の
傾
向
は
「
出
版
不
況
」
の

一
到
達
点
と
も
言
え
る
現
在
に

お
い
て
、
そ
の
極
に
達
し
て
い

る
観
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
象
徴
し
て
い
る
の
は
、
書
店

に
溢
れ
る
「
著
者
名
不
明
」
の

書
籍
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
れ
を

「
つ
く
り
本
」
と
言
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
著
者
（
も
し
く
は

編
者
）
が
個
人
名
と
し
て
明
記

http://collegio.jp/?p=1013
http://collegio.jp/?p=1013
http://collegio.jp/?p=1013
http://collegio.jp/?p=1013
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さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
作
責
任
の

曖
昧
な
い
し
不
在
の
本
の
こ
と

で
す
。 

出
版
社
や
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
が
「
売
れ
そ
う
な
テ
ー
マ

と
領
域
」
を
探
し
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
決
め
て
、
編
集
者
が
単
身

ま
た
は
何
人
か
で
分
担
執
筆
し

た
り
、
知
り
合
い
の
ラ
イ
タ
ー

に
丸
投
げ
し
て
つ
く
っ
た
本
、

と
判
断
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
時
代
だ
か
ら
こ
そ
可
能

な
仕
業
で
、
ま
た
著
者
に
支
払

う
べ
き
「
印
税
」
を
か
ぎ
り
な

く
ゼ
ロ
と
し
て
チ
ー
プ
に
、
著

作
の
た
め
に
必
要
な
「
時
間
」

を
最
大
に
圧
縮
し
て
イ
ン
ス
タ

ン
ト
に
つ
く
る
か
ら
「
つ
く
り

本
」
な
の
で
す
。
印
税
分
の
何

割
か
は
印
刷
に
ま
わ
せ
る
か
ら
、

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
と
い
う
よ
う
な

芸
当
も
可
能
で
、
「
見
て
く
れ
」

と
理
解
の
安
直
さ
で
売
り
部
数

を
上
げ
る
テ
イ
の
本
で
す
が
、

そ
れ
が
こ
こ
十
数
年
書
店
店
頭

に
文
字
通
り
溢
れ
か
え
っ
て
い

ま
す
。 

そ
う
し
て
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
先
行
業
績
を
わ
ざ
と
紹
介
せ

ず
、
ま
た
は
曖
昧
に
し
て
、
そ

の
本
自
体
が
根
拠
と
な
る
か
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
「
朦
朧

本
」
も
よ
く
目
に
し
ま
す
。
こ

う
な
る
と
「
つ
く
り
本
」
と
い

う
よ
り
「
ぱ
く
り
本
」
で
、
近

年
ネ
ッ
ト
の
連
載
を
そ
の
ま
ま

本
に
し
た
よ
う
な
も
の
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
こ

の
範
疇
に
入
り
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
流
行
作
家
の
も
の
で

あ
っ
て
も
、
た
し
か
な
根
拠
に

も
と
づ
く
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん

ど
ネ
ッ
ト
情
報
に
依
拠
し
、
主

観
と
主
情
で
書
き
流
し
た
と
思

わ
れ
る
も
の
が
目
を
ひ
き
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、「
本
」
と
い

う
も
の
の
「
本
質
」
が
、
出
版

社
や
編
集
者
、
そ
し
て
著
者
に

お
い
て
す
ら
忘
れ
ら
れ
、
ネ
グ

レ
ク
ト
さ
れ
て
い
る
結
果
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
売
れ
る
本
が

い
い
本
で
あ
る
、
数
が
正
義
で

あ
る
、
と
い
う
認
識
は
そ
も
そ

も
間
違
い
で
す
。 

ネ
ッ
ト
情
報
は
虚
実
混
淆
と

言
う
よ
り
、
そ
こ
に
は
流
言
誘

導
の
ベ
ク
ト
ル
が
強
く
は
た
ら

い
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
本

物
の
本
」
も
、『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』

も
、
実
は
デ
ジ
タ
ル
情
報
時
代

の
今
に
こ
そ
必
要
な
の
で
す
。

そ
う
し
て
ま
た
そ
れ
以
上
に
必

要
な
の
は
、
図
書
館
に
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
「
本
」
の
自
主
的

な
選
書
と
そ
の
見
識
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

        

６
月
に
多
摩
デ
ポ
は
、『
高
知

新
聞
』
記
者
か
ら
取
材
を
受
け

ま
し
た
。『
高
知
新
聞
』
は
歴
史

あ
る
県
紙
で
す
。
昨
年
夏
以
来
、

高
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
が

起
こ
し
た
蔵
書
大
量
除
籍
の
問

題
を
報
道
し
て
き
ま
し
た
。 

 

県
立
大
学
は
昨
春
に
図
書
館

を
新
築
し
た
が
、
旧
館
に
所
蔵

し
て
い
た
蔵
書
が
入
り
き
ら
な

い
規
模
だ
っ
た
た
め
、
合
計
約

３
万
８
千
冊
を
断
続
的
に
焼
却

し
「
新
館
に
移
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
し
た
」
と
い
う
も
の
。 

 

大
学
は
な
ぜ
焼
却
し
た
の
か
、

手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

し
て
、
ど
こ
か
で
再
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
か
。
ど
ん
な
基
準
で
除

籍
本
を
選
ん
だ
の
か
（
現
に
貴

重
、
希
少
な
本
も
混
在
）。
一
方

で
高
知
県
に
は
全
３４
市
町
村
の

う
ち
１０
町
村
に
公
立
図
書
館
が

無
い
の
に
。 

 

こ
う
し
た
視
点
で
取
材
、
報

道
を
重
ね
な
が
ら
全
国
の
図
書

館
の
実
態
、
考
え
方
も
調
べ
て

き
て
多
摩
デ
ポ
に
行
き
つ
い
た

と
の
こ
と
。 

 

３
時
間
近
く
丁
寧
に
我
々
の

話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

『
高
知
新
聞
』
６
月
１９
日
１２
面

は
、
多
摩
デ
ポ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
全
公
図
の
調
査
記
事
で
特
集

紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

『
高
知
新
聞
』
の
取
材
の
こ
と 
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会
員
以
外
に
も
送
っ
て
い

る
「
通
信
」
に
正
直
に
窮
状
を

書
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
、

半
ば
迷
い
な
が
ら
書
い
た
前
号

の
「
訴
え
」
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
早
速
の
ご
協
力
が

次
々
に
寄
せ
ら
れ
、
事
務
局
一

同
胸
を
熱
く
し
て
お
り
ま
す
。 

 

何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
に
は

４
月
以
降
、
現
職
者
を
含
め
、

新
し
く
会
員
に
な
る
方
が
６
名

出
て
き
ま
し
た
（
正
会
員
４
名
、

賛
助
会
員
２
名
）
。 

 

大
口
の
ご
寄
付
は
も
ち
ろ
ん

あ
り
が
た
い
で
す
が
、
千
円
、

二
千
円
の
積
み
重
ね
が
大
き
な

力
で
す
。
賛
助
会
費
の
二
口
納

入
も
件
数
が
増
え
ま
し
た
。
わ

ざ
わ
ざ
振
込
料
本
人
負
担
の
用

紙
に
書
き
換
え
て
送
っ
て
下
さ

っ
た
方
も
。
未
使
用
の
少
額
切

手
の
ご
寄
付
等
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

お
か
げ
様
で
ご
寄
付
は
第
一

四
半
期
の
三
か
月
で
予
定
の
三

分
の
二
に
達
し
た
こ
と
を
感
謝

を
も
っ
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

と
は
言
え
、
一
方
で
や
む
を

得
な
い
理
由
に
よ
り
退
会
さ
れ

る
方
も
あ
り
、
会
員
総
数
で
は

昨
年
度
末
よ
り
２
名
減
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。
会
の
活
動
の

基
盤
を
会
費
収
入
で
支
え
て
い

く
に
は
、
会
員
の
拡
大
に
一
層

の
努
力
が
必
要
で
す
。 

 
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
定
価
を
８

０
０
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
に

よ
る
収
益
増
や
、
外
部
へ
の
販

売
努
力
、
助
成
金
獲
得
の
た
め

の
準
備
な
ど
、
事
務
局
と
し
て

で
き
る
こ
と
も
や
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

し
て
き
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
か
し

て
手
数
料
や
通
信
費
を
倹
約
す

る
な
ど
経
費
の
節
減
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
を
周
り
の
方
に
広
め

る
、
入
会
の
お
誘
い
を
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
共
同
保
存
実
現

の
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
、
引

き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

★
会
の
現
勢 

 

’１９
年
７
月
１
日
現
在 

 

●
正
会
員 

 
 
 

（
個
人
会
員
８３
名
） 

 
 
 

（
団
体
会
員
２
団
体
） 

 
 

●
賛
助
会
員 

 
 
 

（
個
人
４４
名
） 

 
 
 

（
団
体
１
団
体
） 

 

●
年
会
費 

正
会
員
（
個
人
・
団
体
） 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口
二
千
円 

 

（
個
人
一
口 

団
体
五
口
以
上
） 

う
れ
し
い
反
響
多
数
！ 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

□ 今号の内容 □ 
 

・通常総会及びその後の動き 

・清田氏の総会記念講演会 

・津野氏、平山氏の顧問就任（継続） 

・第 36 回多摩デポ講座案内 

・『公立図書館における蔵書構成・管理

に関する実態調査報告書』について 

鬼倉正敏 

・「ブックレット第 14 号」完成 

・カーリルとの共同研究 

  ISBN なし資料の同定識別のため

の実証実験 

・『生きるための図書館』竹内悊氏の 

  新著の紹介     蓑田明子 

・清田さんのお話しから思ったこと 

            芳賀啓 

・『高知新聞』の取材のこと 

・うれしい反響多数！ 

 

 


